
土
佐
藩
「
徳
弘
家
資
料
」
か
ら
見
た
幕
末
期
の
日
本

!
軍
事
科
学
を
媒
介
と
し
た
洋
学
の
普
及
拡
大
過
程
i

は
じ
め
に

(一)

筆
者
の
問
題
意
識
と
研
究
姿
勢

思
い
返
せ
ば
、
筆
者
の
長
い
学
生
時
代
に
相
当
す
る
一
九
六

0
年
代
か
ら
一
九
七

0
年
代

に
か
け
て
の
時
期
は
、
ア
メ
リ
カ
人
日
本
研
究
者
に
よ
る
日
本
近
代
化
研
究
の
成
果
が
、
学

問
研
究
の
領
域
や
分
野
を
超
え
て
、
広
範
簡
の
日
本
人
研
究
者
た
ち
を
震
擦
あ
る
い
は
魅
了

し
、
あ
た
か
も
庁
昭
和
戦
後
の
黒
船
来
航
U
か
と
錯
覚
さ
せ
る
よ
う
な
賠
一
癒
を
惹
起
し
た
。

す
な
わ
ち
、
一
九
六

0
年
代
に
は
、
ア
メ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
学
会
(
〉
∞
∞
。
。
S
足
。
口
、
0
1
み
t
Q
S、

ぬ

H
E
S
)
の
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
呂
本
近
代
化
研
究
会
議
」
(
O
S
守
之
宮
ぬ
S

ミ
ミ
a

s.ぉ
~
Q
M
M
G
口
、
座
長
は
イ
エ

i
ル
大
学
教
授
の

J
-
W
・
ホ
ー
ル
)
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
研

究
成
果
が
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
教
授
の

M
・
B
-
ジ
ャ
ン
セ
ン
編
「
日
本
に
お
け
る
近
代

化
の
問
題
」
(
岩
波
書
庖
刊
、
一
九
六
八
年
、
の
吉
認
宮
崎
~
さ
S
S
ぬ
と
忠
良
S
凶

J
O
E
Q
A

足
。
忌
ヨ
吋
ミ
芯
P
N
U
江
三
足
。
ロ
円
、
三
足
立
札
令
市
高
訟
、
可
江
口
S
N
C
F
N
M
X
G
)
の
出
版
を
皮
切

り
に
、
五
冊
も
の
自
本
研
究
書
が
矢
継
ぎ
ば
ゃ
に
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

彼
ら
の
研
究
成
果
は
、
前
世
代
の

E
・
註
・
ノ

i
マ
ン
「
日
本
に
お
け
る
近
代
国
家
の
成

立
」
(
~
Q
M
U
Q
己
、
ω
尚
三
雪
h
S
R
Q
∞
Q
h
h
o
号
、
お
め
E
F
b
q
E
C
吋
0
1
F
N
む
恥
む
)
や
ル

i
ス
・
ベ

ネ
デ
ィ
ク
ト
「
菊
と
刀
」
q
r
h
r
ミ

g
ミ
古
河
口
円
h
S
Q
ロ
門
出
刊
と
め
さ
0
1
弘
、
b
q
ぬ
さ
吋
O
込
、

~
む
な
-
一
)
な
ど
に
お
け
る
日
本
研
究
の
視
産
を
大
き
く
転
換
し
、
新
た
な
地
平
を
拓
く
も
の

で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
従
来
の
日
本
研
究
に
お
い
て
は
、
日
本
近
代
化
の
否
定
的
要
因
と
み

信
州
大
学
教
授

坂
本

保
富

ら
れ
て
き
た
日
本
の
前
近
代
社
会
l
徳
川
社
会
の
方
向
か
ら
、
日
本
近
代
化
過
程
を
連
続
的

に
把
捉
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
人
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
外
側
か
ら
提
示
さ
れ
た
日
本
近
代
化
研

究
の
成
果
は
、
日
本
の
近
代
化
研
究
者
た
ち
に
対
し
て
、
斬
新
な
問
題
意
識
や
研
究
視
座
、

あ
る
い
は
研
究
方
法
、
等
々
を
提
供
す
る
、
ま
さ
に
知
的
好
奇
心
を
喚
起
す
る
刺
激
的
な

H

舶
来
ロ
ア
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
故
に
、
外
来
珍
品
の
も
つ
新
奇
性
(
お
き
見
守
)

に
魅
了
さ
れ
た
、
歴
史
学
関
係
を
含
む
日
本
の
研
究
者
た
ち
は
、
そ
の
理
解
と
応
用
に
、

否
、
そ
の
受
容
と
模
倣
と
に
躍
起
と
な
っ
て
い
た
。

か
く
し
て
、
日
本
の
様
々
な
研
究
分
野
で
、
日
本
近
代
化
研
究
の
事
例
研
究
が
積
極
的
に

試
み
ら
れ
た
結
果
、
そ
の
多
く
は
、
本
家
本
元
で
あ
る
欧
米
先
進
国
の
近
代
化
現
象
と
の
相

違
を
発
見
し
た
と
き
、
依
然
と
し
て
、
そ
れ
を
日
本
近
代
化
の
後
進
性
や
特
殊
性
と
し
て
理

解
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
研
究
活
動
が
、
堂
々
と
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、

欧
米
先
進
文
化
を
受
容
し
よ
う
と
し
た
幕
末
期
以
降
の
日
本
側
の
、
あ
る
い
は
、
そ
の
前
提

的
基
盤
で
あ
る
近
世
日
本
社
会
i
徳
川
社
会
の
、
風
土
的
・
歴
史
的
・
文
化
的
な
諸
条
件

は
、
捨
象
あ
る
い
は
排
除
さ
れ
、
専
ら
近
代
化
モ
デ
ル
の
発
信
者
で
あ
っ
た
欧
米
先
進
国
側

が
提
示
し
た
メ
ル
ク
マ
ー
ル
(
足
雪
除
去
ミ

)
l
「
近
代
化
の
計
測
基
準
」
に
照
ら
し
合
わ



せ
て
、
そ
れ
に
該
当
な
い
し
は
類
似
す
る
思
想
や
実
態
、
条
件
や
要
因
が
、
ど
の
程
度
ま
で

近
世
日
本
社
会
の
展
開
過
程
に
内
在
あ
る
い
は
萌
芽
し
て
い
た
か
、
と
い
う
視
鹿
や
態
度
で

探
究
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

確
か
に
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
欧
米
諸
国
の
研
究
者
た
ち
が
提
供
す
る
、
欧
米
先
進

国
型
の
近
代
化
モ
デ
ル
と
い
う
物
差
し
で
、
日
本
近
代
化
の
展
開
過
程
を
分
析
し
計
測
し
よ

う
と
す
る
外
側
か
ら
の
研
究
視
座
や
研
究
成
果
は
、
日
本
近
代
化
研
究
そ
れ
自
体
の
可
能
性

を
拡
大
深
化
し
、
豊
に
し
て
く
れ
る
貴
重
な
患
物
で
は
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
場
合
に
注
意
す

べ
き
は
、
異
文
化
受
容
の
主
体
性

Z
S
K
2
$
0
0
5
、
す
な
わ
ち
異
文
化
世
界
に
お
け
る

何
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
受
容
し
て
、
こ
れ
を
如
何
に
消
化
し
普
及
さ
せ
る
か
と
い
う
、
受

容
す
る
側
の
主
体
性
が
、
看
過
な
い
し
は
捨
象
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
危
険
性
に
つ
い
て
で

あ
る
。
そ
れ
故
に
、
欧
米
追
随
の
近
代
化
理
論
と
そ
れ
に
基
づ
く
従
来
の
研
究
成
果
に
対
し

て
、
不
可
避
的
に
異
文
化
受
容
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
幕
末
期
以
降
の
呂
本
側

の
歴
史
的
現
実
と
、
そ
こ
に
お
け
る
主
体
性
の
確
保
と
い
う
基
本
的
視
座
か
ら
逆
照
射
し
、

批
判
的
に
吟
味
し
再
検
討
を
加
え
る
必
要
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
部
ち
、
あ
く
ま
で
も

同

筆
者
の
研
究
領
域
と
研
究
課
題

筆
者
の
日
本
近
代
化
研
究
に
関
す
る
具
体
的
な
研
究
課
題
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
学
生
時

代
以
来
の
研
究
課
題
は
、
幕
末
維
新
期
日
本
に
お
け
る
本
格
的
な
西
洋
文
明
と
の
遜
遁
を
契

機
に
成
立
し
た
「
東
洋
道
徳
・
西
洋
芸
術
」
思
想
の
成
立
展
開
に
関
す
る
教
育
文
化
史
的
研

究
で
あ
り
、
こ
れ
を
換
言
す
れ
ば
「
幕
末
維
新
期
洋
学
教
育
史
研
究
」
と
表
現
し
て
も
よ

い
。
極
東
ア
ジ
ア
の
儒
教
文
化
問
間
に
あ
っ
て
、
伝
統
的
な
学
問
文
化
を
形
成
し
て
き
た
日
本

人
が
、
隣
国
の
清
朝
中
国
に
勃
発
し
た
驚
天
動
地
の
ア
ヘ
ン
戦
争
(
一
八
四

O
i
一
八
四

一
一
)
を
契
機
と
す
る
日
本
の
幕
末
維
新
期
に
、
西
洋
近
代
科
学
を
中
心
と
す
る
西
洋
文
明
を

受
容
す
る
に
際
し
て
成
立
し
た
儒
学
的
洋
学
受
容
論
、
部
ち
「
東
洋
道
徳
・
西
洋
芸
術
」
思

想
の
成
立
展
開
過
程
に
関
す
る
思
想
史
的
考
察
と
、
そ
の
思
想
の
下
で
私
塾
や
幕
府
諸
藩
の

学
校
を
媒
介
と
し
て
西
洋
諸
科
学
(
洋
学
)
が
普
及
拡
大
す
る
教
育
的
現
象
に
関
す
る
実
態

幕
末
期
以
降
の
自
本
が
辿
っ
た
近
代
化
過
程
の
歴
史
的
実
態
に
即
し
て
、
従
来
の
日
本
近
代

化
研
究
に
関
す
る
先
行
研
究
を
検
証
す
る
と
同
時
に
、
肝
心
の
理
想
型
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
欧

米
型
近
代
化
の
理
論
や
指
標
そ
れ
自
体
を
も
、
批
判
的
に
検
討
し
て
相
対
化
す
る
必
要
性
が

あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
学
問
的
世
界
を
席
巻
し
た
、

近
代
化
日
欧
米
化
と
い
う
紋
切
型

(ω
な
さ
。
守
支
)
の
近
代
化
に
関
す
る
概
念
や
理
論
を
超

克
し
て
、
ア
ジ
ア
で
あ
れ
ア
フ
リ
カ
で
あ
れ
、
近
代
化
(
現
代
化
、

5
0号
、
お
む

Q
Sと
を

推
進
し
よ
う
と
す
る
側
の
主
体
性
や
現
実
的
諸
条
件
を
踏
ま
え
た
、
新
た
な
近
代
化
の
概
念

や
理
論
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
近
代
化
現
象
の
多
義
性
や
多
様
性
を

認
知
あ
る
い
は
確
認
す
る
作
業
が
必
要
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

筆
者
は
、
以
上
の
よ
う
な
日
本
近
代
化
研
究
に
関
す
る
素
朴
な
感
慨
を
抱
い
て
学
生
時
代

を
過
ご
し
、
研
究
の
世
界
に
入
っ
た
。
こ
の
度
、
高
知
市
民
図
書
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
拙
著

「
幕
末
洋
学
教
育
史
研
究
』
は
、
上
述
の
よ
う
な
筆
者
自
身
の
学
生
時
代
以
来
の
問
題
意
識

に
基
づ
く
、
日
本
近
代
化
研
究
に
関
す
る
具
体
的
な
成
果
の
一
端
で
あ
る
。

分
析
。
こ
れ
が
、
研
究
者
と
し
て
の
筆
者
の
ラ
イ
フ
ワ

i
ク
で
あ
る
。

上
記
の
研
究
課
題
は
、
こ
れ
ま
で
の
筆
者
の
具
体
的
な
研
究
活
動
の
展
開
に
お
い
て
は
、

次
の
五
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ω
信
州
松
代
藩
出
身
の
佐
久
間
象
山
を
事
例
と
し
た
「
東
洋
道
徳
・
西
洋
芸
術
」
思
想

の
成
立
展
開
に
関
す
る
研
究
i
象
山
に
お
け
る
「
東
洋
道
徳
・
西
洋
芸
術
」
思
想
の
形

成
過
程
と
、
そ
の
教
育
的
な
展
開
過
程
の
分
析
。

ω
象
山
内
人
・
吉
田
松
陰
(
長
州
藩
)
を
事
例
と
し
た
「
東
洋
道
徳
・
西
洋
芸
術
」
思

想
の
展
開
過
程
の
研
究
l

吉
田
松
陰
の
象
山
塾
入
門
を
媒
介
と
し
た
思
想
と
行
動
の
変

容
に
関
す
る
研
究
。



同
象
山
門
人
・
小
林
虎
三
郎
(
長
向
藩
)
を
事
例
と
し
た
「
東
洋
道
徳
・
西
洋
芸
術
」

思
想
の
展
開
過
程
の
研
究
i

「
米
百
俵
」
の
教
育
的
思
想
世
界
の
研
究
!
日
本
近
代
化

と
小
林
虎
三
郎
の
思
想
と
行
動
の
軌
跡
の
分
析
。

凶
幕
末
期
の
「
東
洋
道
徳
・
西
洋
芸
術
」
思
想
に
よ
る
軍
事
科
学
系
洋
学
私
塾
を
媒
介

と
し
た
洋
学
の
普
及
拡
大
過
程
に
関
す
る
実
証
的
研
究
i
高
知
市
民
図
書
銀
蔵
「
徳
弘

家
資
料
」
の
解
読
分
析
に
よ
る
旗
本
・
下
拙
回
線
信
敦
、
及
び
土
佐
落
・
徳
弘
父
子
の
密

洋
砲
術
教
育
の
実
態
分
析
と
何
人
析
出
。

同
明
治
前
期
間
文
部
官
僚
の
「
東
洋
道
徳
・
西
洋
芸
術
」
思
想
を
基
盤
と
し
た
教
育
認
識

出

筆
者
に
お
け
る
歴
史
認
識
の
精
神
と
態
度

、S32
2
J

4zgs 
(
 
歴
史
理
解
に
お
け
る
授
座
の
問
題

i

過
去
・
現
在
・
未
来
(
歴
史
的
な
時
間
と
空
間
の
不
可
逆
性
)

我
々
が
生
き
て
存
在
す
る
「
現
在
」

(
S
F
N
Fぬ
可
S
S叫
さ
芯
ゐ
)
と
い
う
時
間
的
・
空

間
的
な
「
今
」
は
、
歴
史
を
測
る
絶
対
的
な
基
準
で
は
あ
り
え
な
い
。
現
在
も
ま
た
過
去
と

な
る
か
ら
で
あ
る
。
現
在
と
は
、
時
間
と
空
間
と
が
織
り
な
す
歴
史
的
世
界
に
お
け
る
一
瞬

一
鱗
の
断
面
で
あ
り
、
そ
の
流
れ
は
瞬
時
も
止
ま
る
こ
と
は
な
い
。
従
っ
て
、
現
在
は
、
刻

一
刻
と
未
来
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
未
来
を
苧
ん
だ
過
去
の
中
に
融
合
し
て
い
く
。
現
代
人

に
と
っ
て
、
歴
史
的
な
過
去
の
出
来
事
や
人
物
は
、
現
在
を
基
準
と
し
て
捉
え
た
単
な
る
批

判
や
同
矯
の
対
象
で
は
決
し
て
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
歴
史
的
な
持
関
と
空

間
の
織
り
な
す
世
界
に
生
起
す
る
歴
史
的
事
象
を
理
解
す
る
際
に
は
、
現
在
を
投
影
し
た
過

去
(
「
過
去
の
現
在
化
」
)
や
過
去
を
投
影
し
た
現
在
(
「
現
在
の
過
去
化
」
)
と
い
う
、
時
間

や
空
間
を
捨
象
し
た
安
易
な
歴
史
理
解
の
態
度
は
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
同
様

に
、
「
現
在
の
未
来
化
」
や
「
未
来
の
現
在
化
」
を
も
否
定
し
う
る
禁
欲
的
な
精
神
と
態
度

と
が
、
歴
史
理
解
に
は
求
め
ら
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
郎
ち
、
時
間
と
空
間
と
が
連
続
的
に

織
り
な
す
歴
史
的
世
界
の
、
ど
の
よ
う
な
ピ
ュ

i
ポ
イ
ン
ト
(
丘
町
g
B
Sこ
か
ら
歴
史
的

の
形
成
と
展
開
i

信
州
飯
田
藩
「
中
山
家
資
料
」
の
解
読
分
析
に
よ
る
文
部
宮
僚
・
中

川
一
冗
の
研
究
。

以
上
の
よ
う
な
五
つ
の
小
さ
な
山
が
連
な
っ
て
、
一
つ
の
大
き
な
山
i
幕
末
維
新
期
洋
学

教
育
史
研
究
、
却
ち
「
東
洋
道
徳
・
西
洋
芸
術
」
思
想
の
教
育
文
化
史
的
研
究
が
成
立
す
る

の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
筆
者
の
拙
い
研
究
は
、
「
八
ヶ
岳
」
な
ら
ず
「
五
ヶ
岳
」
の
研
究
と

い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
中
で
、
こ
の
度
、
高
知
市
民
図
書
館
か
ら
公
費
刊
行
し
て
頂

い
た
拙
著
「
幕
末
洋
学
教
育
史
研
究
」
は
、
凶
に
該
当
す
る
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

士
事
象
を
捉
え
る
か
、
と
い
う
視
座
の
設
定
の
仕
方
が
重
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

上
述
の
よ
う
な
歴
史
理
解
の
考
え
方
を
、
幕
末
期
の
具
体
的
な
歴
史
的
事
例
に
却
し
て
、

窮
理
図
解
し
て
説
明
す
る
と
す
れ
ば
、
一
体
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の
か
。
例
え
ば
嘉

永
七
(
一
八
五
三
)
年
の
黒
船
来
航
と
い
う
出
来
事
は
、
長
く
続
い
た
徳
川
幕
府
の
支
配
体

制
が
決
定
的
に
崩
壊
へ
と
向
か
う
、
ま
さ
に
幕
末
期
の
幕
開
け
と
さ
れ
る
。
こ
の
黒
船
来
航

と
い
う
歴
史
的
事
象
を
、
そ
れ
が
生
起
す
る
前
後
の
関
連
す
る
出
来
事
i

隣
国
の
清
朝
中
国

に
お
け
る
ア
ヘ
ン
戦
争
の
勃
発
か
ら
明
治
維
新
に
よ
る
近
代
国
家
の
成
立
に
至
る
歴
史
の
展

開
過
程
!
と
の
連
関
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
ど
ュ

1
ポ
イ
ン
ト
か
ら
捉
え
る
こ
と
が
、
歴
史

展
開
に
却
し
た
歴
史
理
解
の
妥
当
な
在
り
方
な
の
か
。
筆
者
は
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

次
の
①
か
ら
⑤
ま
で
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
①
は
、
歴
史
が
展
開
す
る
時

間
的
・
空
間
的
な
展
潤
の
方
向
か
ら
黒
船
来
航
と
い
う
出
来
事
を
発
生
史
的
に
み
る
視
座
で

あ
る
。
次
の
②
は
、
黒
船
来
航
と
い
う
出
来
事
が
起
き
た
時
空
的
位
置
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
み
る
同
時
代
史
的
な
視
座
で
あ
る
。
さ
ら
に
③
は
、
黒
船
来
航
と
い
う
出
来
事
が
、
そ
の

後
の
歴
史
展
開
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
展
開
史
的
な
視
座
で
あ

り
、
そ
し
て
④
は
、
現
在
を
基
準
と
し
て
黒
船
来
航
と
い
う
歴
史
的
な
出
来
事
を
捉
え
、
そ

の
出
来
事
が
現
代
社
会
に
ど
の
よ
う
な
影
響
や
意
味
を
有
す
る
出
来
事
で
あ
っ
た
の
か
を
間



洋学の普及拡大過程

現在明治維新

(1868) 

黒船来航

(1853) 

アヘン戦争

(1840 -42) 

② 

①発生史的視座、②同時代史的視座、③展開史的視座、

④現代史的視座、①将来・未来史的視座

(2) 

う
現
代
史
的
な
視
座
で
あ
る
。
最
後
の
⑤
は
、
黒
船

来
航
と
い
う
過
去
の
歴
史
的
な
事
象
が
、
今
後
の
将

来
あ
る
い
は
未
来
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を

有
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
向
う
将
来
展
望
的
な
視
座

で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
黒
船
来
航
と
い
う
歴
史
的
事
象

を
理
解
す
る
場
合
、
④
や
①
、
あ
る
い
は
③
や
②
の

視
座
か
ら
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
①
か

ら
③
と
い
う
歴
史
展
開
の
順
序
に
郎
し
て
分
析
し
理

解
す
る
こ
と
が
、
一
つ
の
歴
史
的
事
象
を
、
歴
史
的

潮
流
か
ら
切
断
さ
れ
た
単
な
る
断
片
と
し
て
で
は
な

く
、
歴
史
展
開
の
連
続
性
や
相
関
性
の
因
果
律
を
踏

ま
え
て
捉
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
こ
そ
歴
史
の

研
究
や
学
習
の
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

外
来
文
化
の
受
容
に
お
け
る
主
体
性
の
問
題

i

「
東
洋
道
徳
・
西
洋
芸
術
」
思
想
の
理
解
の
前
提

幕
末
維
新
期
以
降
に
お
け
る
後
進
国
・
日
本
の
近
代
化
過
程
は
、
西
洋
近
代
科
学
の
諸
成

果
を
積
極
的
に
摂
取
し
、
そ
れ
ら
を
自
ら
の
も
の
と
し
て
吸
収
消
化
し
、
取
り
込
ん
で
い
く

過
程
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
非
西
洋
文
化
圏
の
極
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る

後
発
型
近
代
化
の
典
型
的
事
例
と
し
て
の
西
洋
文
明
化
現
象
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
従
っ
て
、
日
本
近
代
化
の
内
容
面
で
の
具
体
的
な
先
駆
け
と
な
り
中
心
と
な
っ
た
も
の

は
、
も
ち
ろ
ん
西
洋
近
代
の
科
学
技
術
文
明
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
こ
に
西
洋
近
代
の
科
学

技
術
文
明
の
取
り
込
み
を
内
実
と
す
る
西
洋
化
現
象
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
移
入
や
移
植

と
い
う
、
単
な
る
模
倣
的
営
為
と
し
て
否
定
的
あ
る
い
は
泊
極
的
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
は
決
し
て
な
い
。
異
質
な
外
来
文
化
を
摂
取
す
る
際
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
は
、
そ
れ
を
受

四

容
し
て
消
化
し
、
意
味
づ
け
て
普
及
さ
せ
る
側
に
お
け
る
国
家
的
・
民
族
的
な
主
体
性
i
い

わ
ゆ
る
歴
史
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
(
ミ

S
号
、
)
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
上
で
受
容
基
盤

と
し
て
の
学
問
文
化
的
あ
る
い
は
教
育
文
化
的
な
諸
条
件
の
成
熟
如
何
の
問
題
が
関
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
異
質
な
外
来
文
化
の
受
容
に
際
し
て
の
基
本
的
な
問
題
認

識
に
関
し
て
、
か
つ
て
筆
者
は
、
次
の
よ
う
に
論
述
し
た
こ
と
が
あ
る
。

日
本
人
の
海
外
異
文
化
の
受
容
の
在
り
方
を
、
教
育
文
化
に
お
け
る
模
倣
(
札
S
止
Q
B

足
。
ロ
)
と
創
造

(
q
g位
。
と
と
の
相
関
性
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
照
射
し
検
討

し
た
場
合
に
は
、
受
容
(
三
号
、
吉
さ
ぬ
)
と
い
う
、
一
見
す
る
と
模
倣
的
な
営
み
の
構

造
が
、
は
た
し
て
ど
の
よ
う
に
み
え
て
く
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
実
は
、
そ
こ
に
お
い

て
分
析
や
理
解
の
重
要
な
着
服
点
の
一
つ
と
な
っ
て
く
る
の
が
、
受
容
す
る
側
に
お
け

る
主
体
性

(
g
S
.
2
$
0
0
5
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
あ
る
一
定
の
歴
史
的
・
文
化
的
・

風
土
的
な
諸
条
件
の
下
に
成
立
し
発
展
し
た
思
想
や
文
化
が
、
そ
れ
と
は
全
く
異
な
っ

た
条
件
を
も
っ
地
域
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
受
容

さ
れ
展
開
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
極
め
て
稀
で
国
難
な
こ
と
で
あ
る
、
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
一
種
の
「
変
容
(
言
。
弘
吉

gz

位
。
ロ
こ
と
い
う
現
象
が
認
め
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
送
り
出
す
側

の
意
図
や
内
容
そ
の
も
の
と
は
別
に
、
何
を
ど
う
受
け
入
れ
、
い
か
に
消
化
し
展
開
す

る
か
と
い
う
点
に
お
い
て
、
受
容
す
る
側
の
選
択
や
理
解
、
消
化
や
展
開
の
仕
方
を

巡
っ
て
の
自
由
意
志
、
す
な
わ
ち
異
文
化
受
容
へ
の
主
体
性
が
機
能
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
必
然
的
に
も
た
ゐ
り
さ
れ
る
質
的
あ
る
い
は
性
格
的
な
変
化
で
あ
る
、
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
。
従
っ
て
、
異
文
化
受
容
の
問
題
を
理
解
す
る
場
合
に
は
、
受
容
す
る
側
の

主
体
性
の
存
在
と
そ
の
働
き
方
に
こ
そ
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
基

本
的
な
観
点
や
視
座
が
、
従
来
の
欧
米
型
近
代
化
を
理
想
型
(
基
準
)
と
し
て
日
本
近

代
化
を
論
ず
る
立
場
に
は
欠
落
し
て
い
た
と
み
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

(
拙
著
「
思
索
の
莱
」
二

O
O
一
年
、
振
学
出
版
)



(回

幕
末
洋
学
史
研
究
の
現
状
と
問
題
点

こ
の
度
、
刊
行
さ
れ
た
拙
著
「
幕
末
洋
学
教
育
史
研
究
」
は
、
以
上
の
よ
う
な
歴
史
理
解

の
精
神
と
態
度
を
も
っ
て
、
幕
末
期
土
佐
藩
の
「
徳
弘
家
資
料
」
を
中
心
史
料
と
し
て
、
幕

末
期
日
本
に
お
け
る
洋
学
の
普
及
拡
大
過
程
の
実
態
解
明
を
目
的
と
し
た
研
究
成
果
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
高
知
市
民
図
書
館
が
所
蔵
す
る
「
徳
弘
家
資
料
」
と
は
、

幕
末
期
土
佐
藩
の
西
洋
砲
術
師
範
を
勤
め
た
徳
弘
孝
蔵
と
そ
の
子
息
が
遺
し
た
、
西
洋
砲
術

や
西
洋
兵
学
な
ど
の
西
洋
軍
事
科
学
を
中
心
と
す
る
膨
大
な
分
量
の
幕
末
洋
学
関
係
資
料
で

あ
る
。
こ
の
「
徳
弘
家
資
料
」
を
解
読
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
医
学
や
薬
学
、
本
草
学

や
暦
学
な
ど
の
学
問
分
野
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
、
従
来
の
洋
学
史
研
究
や
洋
学
教
育

史
研
究
を
含
め
た
日
本
の
歴
史
学
研
究
に
お
い
て
、
最
も
看
過
あ
る
い
は
軽
視
さ
れ
、
い
わ

ば
盲
点
と
さ
れ
て
き
た
、
幕
末
期
日
本
に
お
け
る
西
洋
軍
事
科
学
を
媒
介
と
し
た
洋
学
の
中

央
・
地
方
へ
の
普
及
拡
大
過
程
の
実
態
解
明
が
可
能
に
な
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

)
 

4
2
'
a
 
(
 
筆
者
の
洋
学
史
研
究
上
の
仮
説

幕
末
期
の
武
士
階
層
を
中
心
と
す
る
多
く
の
青
少
年
た
ち
の
洋
学
学
習
は
、
迫
り
く
る
欧

米
先
進
諸
国
の
脅
威
を
眼
前
に
み
て
、
如
何
に
し
て
自
国
の
独
立
自
尊
を
達
成
す
る
か
と
い

う
国
防
的
意
識
を
直
接
的
な
契
機
と
し
て
、
国
防
に
直
結
す
る
軍
事
科
学
の
領
域
か
ら
西
洋

世
界
に
入
っ
て
い
っ
た
。
や
が
て
彼
ら
は
、
西
洋
軍
事
科
学
の
成
果
や
そ
れ
を
生
み
だ
し
た

学
問
文
化
が
、
如
何
に
精
綴
で
高
度
な
も
の
で
あ
る
か
に
目
覚
め
て
い
く
。
そ
れ
故
に
彼
ら

は
、
単
に
当
初
の
学
習
白
的
で
あ
っ
た
西
洋
軍
事
科
学
の
知
識
技
術
の
修
得
を
も
っ
て
足
れ

り
と
は
せ
ず
、
さ
ら
に
軍
事
科
学
に
象
徴
さ
れ
る
西
洋
諸
国
の
文
明
開
化
を
支
え
て
い
る

様
々
な
学
問
分
野
に
進
出
し
、
よ
り
専
門
分
化
し
た
洋
学
の
学
習
を
深
め
て
い
く
、
と
い
う

学
習
遍
歴
の
軌
跡
を
辿
っ
て
い
っ
た
。

か
く
し
て
幕
末
期
に
洋
学
の
学
習
を
通
じ
て
西
洋
新
知
識
を
獲
得
し
た
人
々
は
、
す
で
に

幕
末
期
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
明
治
維
新
以
降
の
近
代
日
本
の
中
央
や
地
方
に
拡
散
し

て
、
適
材
適
所
の
地
位
と
役
割
と
を
得
て
、
様
々
な
分
野
で
日
本
近
代
化
i

西
洋
化
の
推
進

を
担
い
、
先
駆
的
あ
る
い
は
開
拓
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

(2) 

従
来
の
研
究
状
況
と
問
題
点

上
述
の
よ
う
な
幕
末
期
の
洋
学
の
受
容
と
展
開
に
関
す
る
仮
説
の
下
に
、
こ
れ
ま
で
の
洋

学
研
究
の
進
捗
状
況
と
問
題
点
を
探
っ
て
み
る
と
、
次
の
ご
と
く
論
述
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。
幕
末
期
の
軍
事
科
学
系
を
含
め
た
洋
学
の
普
及
現
象
に
つ
い
て
は
、
従
来
は
医

学
や
薬
学
、
天
文
学
や
暦
法
学
を
は
じ
め
と
す
る
広
範
な
洋
学
史
研
究
の
諸
分
野
に
お
い

て
、
少
な
か
ら
ず
注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、
軍
事
科
学
系

の
洋
学
研
究
は
傍
系
的
な
位
置
に
止
め
お
か
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
洋
学
研
究
の
状
況
に

対
し
て
、
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
欝
学
の
地
域
展
開
に
関
す
る
実
証
的
研
究
を
進
め
て
き
た

田
崎
哲
郎
氏
は
、
次
の
よ
う
に
問
題
提
起
し
て
い
る
。

医
学
を
中
心
と
す
る
民
生
的
な
蘭
学
の
拡
が
り
の
流
れ
に
加
え
る
に
、
幕
末
期
に
軍

事
科
学
的
な
面
も
増
加
を
み
、
両
々
相
候
っ
て
発
展
し
た
と
み
る
も
の
で
あ
る
。
在
村

蘭
学
の
量
的
発
展
は
、
そ
の
中
か
ら
軍
事
科
学
に
か
か
わ
る
も
の
を
生
み
出
し
て
く
る

場
合
も
あ
り
、
軍
事
技
術
の
直
接
的
訓
練
を
受
け
る
者
に
は
庶
民
出
身
者
も
少
な
く
な

い
。
民
衆
的
観
点
に
立
て
ば
、
そ
の
福
祉
の
向
上
こ
そ
が
第
一
で
あ
り
、
こ
れ
は
単
な

る
技
術
史
的
視
点
か
ら
は
出
て
こ
な
い
判
断
で
あ
る
。
ま
た
明
治
期
と
の
つ
な
が
り
を

考
え
る
と
き
、
生
活
の
一
貫
性
と
そ
れ
に
関
わ
る
在
村
的
薦
方
医
の
連
続
性
を
み
る

が
、
軍
事
技
術
に
つ
い
て
は
断
絶
が
目
立
つ
よ
う
で
あ
る
。
幕
末
洋
学
を
み
る
と
き
、

在
村
蘭
学
を
充
分
に
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
軍
事
科
学
も
捉
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

五



か
ろ
、
っ
か
。

(
田
崎
哲
郎
「
在
村
の
蘭
学
』
、
名
著
出
版
、
一
九
八
五
年
)

(3) 

田
崎
見
解
に
対
す
る
筆
者
の
疑
問

幕
末
期
の
軍
事
科
学
を
媒
介
と
し
た
洋
学
の
普
及
拡
大
現
象
は
、
国
家
の
軍
事
的
レ
ヴ
ェ

ル
ば
か
り
で
は
な
く
、
様
々
な
学
問
分
野
に
お
け
る
先
駆
的
な
人
材
を
準
備
し
、
E

さ
ら
に
は

地
域
社
会
に
お
け
る
殖
産
興
業
の
振
興
と
い
う
生
活
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
も
、
明
治
以
蜂
の

日
本
近
代
化
過
程
に
連
続
す
る
現
象
で
あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
、
こ
れ
を
論

証
す
る
に
、
拙
著
「
幕
末
洋
学
教
育
史
研
究
」
に
お
い
て
析
出
し
た
洋
学
学
習
者
た
ち
が
維

新
後
の
郷
里
で
展
開
し
た
活
動
の
事
例
を
、
次
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

{
事
例
①
}

(
一
八
三
五
i
一
九
二

岡
山
藩
出
身
の
下
曽
根
門
人
で
あ
っ
た
香
川
真
一

O
)
は
、
帰
藩
後
、
向
藩
に
鉄
砲
製
法
を
導
入
し
て
兵
制
改
革
を
指
導
し

た
。
が
、
一
八
六
九
(
明
治
二
)
年
に
は
、
藩
の
権
大
参
事
と
な
っ
て
維
新

時
の
藩
政
改
革
を
担
い
、
同
四
年
に
は
向
藩
同
門
の
津
田
弘
道
と
共
に
明
治

政
府
派
遣
の
世
界
周
遊
視
察
団
(
岩
倉
欧
米
使
節
団
)
の
一
員
に
選
抜
さ

れ
、
欧
米
各
国
を
巡
遊
し
て
欧
米
見
開
の
体
験
を
積
み
、
洋
学
知
識
を
拡
大

し
て
西
洋
理
解
を
確
か
な
も
の
と
し
た
。
彼
は
、
帰
思
後
は
、
維
新
政
府
の

高
官
に
抜
擢
さ
れ
て
工
部
省
に
出
仕
し
た
が
、
大
分
県
令
を
経
て
退
官
し
、

そ
の
後
は
郷
里
で
あ
る
岡
山
県
の
県
会
議
長
と
な
っ
て
政
治
経
済
面
で
尽
力

し
、
特
に
地
域
住
民
の
生
活
向
上
に
貢
献
し
た
。

同
じ
く
岡
山
藩
の
津
田
弘
道
(
一
八
三
四
i
一
八
八
七
)
も
、
香
川
と
同

様
、
一
八
七
一
(
明
治
四
)
年
に
は
、
岩
倉
欧
米
使
節
団
の
一
員
と
し
て
欧

米
先
進
諸
国
を
視
察
す
る
と
い
う
貴
重
な
経
験
を
積
ん
だ
。
帰
国
後
は
、
彼

も
ま
た
、
維
新
政
府
の
官
僚
に
採
用
さ
れ
、
鉱
山
権
助
や
大
審
院
判
事
等
々

を
歴
任
す
る
。
退
宮
後
は
地
元
の
岡
山
で
汽
船
会
社
や
銀
行
な
ど
の
民
間
事

{
事
例
②
】

.....L. /、、

{
事
例
③
}

業
を
振
興
し
、
香
川
と
共
に
郷
土
岡
山
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
。

加
賀
藩
の
佐
野
鼎
(
一
八
二
九
i

一
八
七
七
)
も
下
曽
根
内
人
で
あ
っ
た

が
、
帰
藩
後
は
藩
の
西
洋
砲
術
師
範
方
頭
取
役
や
壮
猶
館
教
授
を
歴
任
し
、

同
藩
子
弟
に
西
洋
砲
術
・
西
洋
兵
学
な
ど
の
西
洋
軍
事
科
学
を
教
授
し
、
藩

の
軍
制
改
革
に
も
尽
力
し
た
。
維
新
後
は
、
一
八
七

O
(明
治
三
)
年
に
維

新
政
府
の
兵
部
省
に
任
用
さ
れ
た
。
が
、
翌
年
、
こ
れ
を
辞
職
し
て
官
有
地

(
侶
福
山
藩
邸
の
一
部
)
を
購
入
し
、
現
在
の
開
成
学
園
の
前
身
に
あ
た
る

私
立
共
立
学
校
(
東
京
神
田
相
生
橋
)
を
創
設
し
、
文
明
開
化
の
人
材
育
成

を
め
ざ
し
て
中
等
教
育
界
で
活
躍
し
た
。

{
事
例
④
}

越
前
鯖
江
藩
の
喜
多
山
永
隆
(
一
八

O
九
l
一
八
七
一
二
)
も
下
曽
根
内
入
で

あ
っ
た
が
、
帰
藩
後
は
藩
の
武
呉
奉
行
や
藩
校
進
徳
館
の
教
授
な
ど
を
歴
任

し
た
。
維
新
後
は
、
大
教
院
よ
り
教
導
職
を
拝
命
す
る
が
、
晩
年
は
家
塾
を

開
設
し
て
地
域
住
民
の
子
弟
の
教
育
に
尽
力
し
た
。

以
上
の
数
例
は
、
い
ず
れ
も
下
曽
根
門
人
で
あ
り
、
幕
末
期
に
留
防
的
契
機
か
ら
西
洋
軍

事
科
学
系
の
洋
学
学
習
に
入
っ
た
人
物
で
あ
る
。
維
新
後
の
自
本
近
代
化
過
程
で
は
、
主
と

し
て
郷
里
を
主
な
舞
台
と
し
て
民
生
の
向
上
に
尽
力
し
た
。
彼
ら
の
他
に
も
、
今
回
の
拙
著

「
幕
末
洋
学
教
育
史
研
究
」
に
お
い
て
解
明
し
た
中
央
の
下
曽
根
門
人
や
地
方
の
土
佐
藩
に

お
け
る
徳
弘
門
人
に
は
、
維
新
後
、
様
々
な
分
野
で
日
本
近
代
化
の
一
翼
を
担
っ
て
地
方
の

近
代
化
に
貢
献
し
た
人
物
は
多
い
。

さ
ら
に
ま
た
、
筆
者
は
、
こ
の
一
ニ

O
年
近
く
の
閥
、
「
日
本
近
代
化
と
信
州
・
象
山
門
人

の
軌
跡
」
と
い
う
研
究
課
題
の
下
に
、
こ
れ
ま
で
埋
も
れ
て
い
た
信
州
・
長
野
県
下
の
佐
久

間
象
山
門
人
三
百
数
十
名
を
発
掘
し
て
き
た
。
彼
ら
信
州
の
象
山
門
人
た
ち
は
、
幕
末
期
に

活
躍
し
た
勝
海
舟
や
吉
田
松
陰
、
あ
る
い
は
維
新
後
の
学
術
界
で
活
躍
し
た
加
藤
弘
之
や
西

村
茂
樹
な
ど
の
著
名
な
門
人
た
ち
に
隠
れ
て
、
全
く
見
落
と
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
彼
ら
も

前
述
の
著
名
な
門
人
た
ち
と
同
様
、
象
山
内
人
と
し
て
「
東
洋
道
徳
・
西
洋
芸
術
」
思
想
の

下
に
、
酉
洋
軍
事
科
学
を
中
心
と
す
る
洋
学
を
学
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
彼
ら



が
、
幕
末
維
新
期
、
特
に
明
治
以
降
の
日
本
近
代
化
過
程
に
お
い
て
、
信
州
と
い
う
地
域
を

舞
台
に
、
如
何
な
る
活
動
を
展
開
し
た
の
か
を
、
信
州
の
町
村
史
レ
ヴ
ェ
ル
ま
で
の
地
域
史

料
を
探
訪
し
て
調
査
し
て
き
た
。
い
ず
れ
一
審
に
ま
と
め
て
出
版
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
結

論
的
に
い
え
る
こ
と
は
、
彼
ら
の
多
く
が
、
郷
里
に
私
塾
を
開
設
し
て
塾
教
育
を
展
開
し
た

り
小
学
校
の
教
師
に
奉
職
す
る
な
ど
し
て
、
信
州
教
育
の
基
礎
形
成
に
尽
力
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
教
育
界
の
他
に
も
、
洋
学
学
習
で
獲
得
し
た
西
洋
新
知
識
を
活
か
し
て
、
地
域

住
民
の
生
活
向
上
に
貢
献
す
る
殖
産
興
業
を
担
い
、
様
々
な
新
規
事
業
の
開
拓
者
と
な
っ
て

活
躍
し
た
の
で
あ
る
。

(4) 

幕
末
洋
学
史
研
究
に
関
す
る
筆
者
の
見
解

徳
弘
孝
蔵
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
江
戸
の
西
洋
砲
術
界
で
活
躍
し
た
佐
久
間
象
山
は
、
幕
府

昌
平
校
学
顕
で
あ
っ
た
佐
藤
一
斎
門
下
の
儒
学
者
と
し
て
、
江
戸
神
田
に
漢
学
塾
を
開
設
し

て
一
家
を
な
し
た
。
が
、
そ
の
後
、
齢
三

O
を
過
ぎ
て
か
ら
、
ア
ヘ
ン
戦
争
を
契
機
に
高
島

流
西
洋
砲
術
師
範
の
江
川
内
入
と
な
っ
て
西
洋
砲
術
を
修
得
し
た
。
さ
ら
に
彼
は
、
オ
ラ
ン

ダ
語
学
を
独
饗
し
て
、
原
幸
一
回
を
読
解
で
き
る
洋
学
者
と
し
て
名
声
を
馳
せ
た
人
物
で
あ
る
。

そ
の
彼
が
、
江
戸
に
開
い
た
西
洋
砲
術
塾
に
は
、
〈
王
国
各
地
か
ら
入
門
者
が
殺
到
し
た
。
彼

ら
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
直
後
か
ら
黒
船
来
航
前
後
に
、
外
圧
に
対
す
る
危
機
意
識
か
ら
武
士
本

来
の
菌
防
意
識
に
目
覚
め
て
入
門
す
る
、
と
い
う
の
が
一
般
的
な
入
門
動
機
で
あ
っ
た
。
吉

田
松
陰
や
勝
海
舟
は
い
う
に
及
ば
ず
、
維
新
後
、
明
治
の
可
法
界
に
重
き
を
な
す
津
田
真

道
、
初
代
の
東
京
大
学
綜
理
と
な
っ
た
加
藤
弘
之
な
ど
も
、
国
防
と
い
う
軍
事
的
動
機
か
ら

洋
学
に
接
近
し
た
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
譲
夷
の
感
情
に
突
き
動
か
さ
れ
た
青
年
期
の
彼
等
に

と
っ
て
は
、
象
山
塾
に
入
門
す
る
目
的
は
、
実
に
単
純
明
快
で
、
西
洋
軍
事
科
学
(
西
洋
砲

術
・
西
洋
兵
学
)
を
習
得
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
入
門
者
に
対
し
て
象
山
は
、
単

な
る
西
洋
の
軍
事
科
学
に
関
す
る
知
識
・
技
術
の
次
元
を
超
え
て
、
そ
れ
を
生
み
出
し
支
え

て
い
る
西
洋
科
学
を
こ
そ
学
ぶ
べ
き
こ
と
を
説
き
、
彼
が
提
唱
す
る
「
東
洋
道
徳
・
西
洋
芸

術
」
思
想
の
理
解
と
実
践
を
基
本
と
し
た
洋
儒
兼
学
の
私
塾
教
育
を
展
開
し
た
。
そ
の
よ
う

な
入
門
者
の
例
証
と
し
て
、
次
に
佐
倉
藩
の
西
村
茂
樹
(
一
人
二
人
i
一
九

O
二
)
が
入
門

す
る
際
に
佐
久
間
象
山
が
説
諭
し
た
史
料
と
、
越
後
高
田
藩
の
前
島
密
(
一
八
三
五
i
一
九

一
九
)
が
ペ
リ
l
来
航
に
遭
遇
し
て
、
医
学
志
望
か
ら
西
洋
軍
事
科
学
に
進
路
を
変
更
し
、

下
曽
根
塾
に
入
門
す
る
際
の
史
料
の
二
件
を
紹
介
し
て
お
く
。

口
事
例
①
「
西
村
茂
樹
の
場
合
」

佐
久
間
の
門
に
入
り
砲
術
を
学
ぶ
に
及
ぶ
に
象
山
余
に
謂
て
臼
く
、
砲
術
は
末
な

り
、
洋
学
は
本
な
り
、
吾
子
の
如
き
は
宜
し
く
洋
学
に
従
事
す
べ
し
、
余
の
如
き
は

三
十
二
歳
の
時
始
め
て
蘭
書
を
学
べ
り
、
五
口
子
は
余
の
学
べ
る
時
に
比
す
れ
ば
年
猶

若
し
、
必
ず
志
を
起
こ
し
て
洋
学
を
勉
む
べ
し
と
、
余
謁
へ
ら
く
、
余
今
西
洋
砲
術

を
学
ぶ
と
い
へ
ど
も
其
意
は
擦
夷
護
国
に
在
り
、
己
に
其
術
を
得
れ
ば
足
れ
り
、
敢

て
彼
の
書
を
読
む
こ
と
を
要
せ
ず
、
道
徳
政
事
に
至
り
て
は
東
洋
の
教
は
西
洋
の
上

に
在
る
べ
し
と
、
故
に
初
め
は
象
山
の
一
言
を
以
て
然
と
せ
ざ
り
し

(
日
本
弘
道
会
刊
「
泊
翁
西
村
茂
樹
博
」
)

口
事
例
②
「
前
島
密
の
場
合
」

時
ニ
嘉
永
六
年
、
米
国
使
船
ノ
来
李
シ
ヨ
リ
、
国
情
大
ニ
騒
然
ト
シ
、
天
下
ノ
志
士

モ
皆
、
皆
同
ヲ
振
ヒ
胆
ヲ
嘗
メ
テ
ゾ
立
タ
リ
ケ
リ
。
余
モ
亦
、
当
時
誇
ヒ
ラ
ク
、
年
未

タ
弱
冠
ニ
至
ラ
ス
、
材
未
タ
百
夫
ニ
長
タ
ル
ニ
足
ス
ト
難
ト
モ
、
此
ノ
遭
ヒ
難
キ
ノ

時
二
遭
遇
ス
。
畳
二
徒
ラ
ニ
生
涯
ヲ
医
ノ
小
技
ヲ
以
テ
終
ユ
ベ
ケ
ン
ヤ
。
須
ク
志
ヲ

勃
盤
ハ
シ
、
微
力
ヲ
国
ノ
大
事
ニ
尽
ス
ヘ
シ
ト
。

(
山
口
修
「
前
島
密
」
)

以
上
の
よ
う
に
、
迫
り
く
る
外
圧
に
よ
っ
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
急
速
に
昂
揚
す
る
幕

末
期
の
時
代
状
況
下
で
、
当
時
の
青
少
年
た
ち
は
、
当
初
は
西
洋
軍
事
科
学
の
成
果
と
し
て

の
単
な
る
西
洋
砲
術
・
西
洋
兵
学
に
関
す
る
知
識
や
技
術
の
修
得
を
目
的
に
、
軍
事
科
学
系

の
洋
学
私
塾
に
入
門
し
た
。
だ
が
、
彼
ら
は
、
入
門
後
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
西
洋
軍
事
科
学

を
生
み
出
し
て
い
る
高
度
で
精
綾
な
学
問
i
西
洋
近
代
科
学
の
存
在
を
知
り
、
日
本
近
代
化

七



の
基
礎
と
な
る
様
々
な
領
域
の
学
問
の
修
得
に
進
ん
で
い
っ
た
。
従
っ
て
、
幕
末
期
の
洋
学

は
西
洋
軍
事
科
学
か
ら
イ
ン
プ
ッ
ト
し
、
そ
こ
か
ら
西
洋
近
代
科
学
へ
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し

偏

「
徳
弘
家
資
料
」

幕
末
期
の
軍
事
科
学
系
洋
学
の
実
態
解
明
と

幕
末
期
日
本
に
お
け
る
西
洋
軍
事
科
学
の
普
及
拡
大
と
い
う
現
象
の
端
緒
を
開
い
た
人
物

は
、
高
島
秋
杭
(
一
七
九
八
!
一
八
六
六
)
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
高
島
が
、
幕
命
を

受
け
て
西
洋
砲
術
の
秘
伝
を
伝
授
し
た
最
初
の
門
人
が
、
幕
臣
の
下
曽
根
信
敦
(
一
八

O
五

i

一
八
七
回
)
と
江
川
坦
庵
(
一
八

O
一siege-
一
八
五
九
)
で
あ
っ
た
。
幕
末
期
の
西
洋
砲
術
・

西
洋
兵
学
と
い
う
軍
事
科
学
を
内
実
と
す
る
洋
学
の
普
及
拡
大
現
象
は
、
高
島
内
下
の
下
曽

根
と
江
川
の
両
塾
を
中
心
と
し
た
教
育
的
活
動
に
よ
っ
て
、
広
範
な
社
会
的
認
知
を
え
て
、

そ
の
後
の
全
思
的
な
普
及
拡
大
へ
の
確
か
な
方
向
づ
け
が
な
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
。

従
来
の
洋
学
史
研
究
を
含
め
た
歴
史
研
究
で
は
、
高
島
と
江
川
に
関
し
て
は
多
く
の
研
究

成
果
が
一
不
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
下
曽
根
に
関
し
て
は
、
学
術
的
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
研
究
と
呼

べ
る
成
果
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
高
島
や
江
川
、
そ
し
て
下
曽
根
な
ど
の
先
駆
的
指
導

者
た
ち
の
私
塾
に
全
国
各
地
か
ら
集
っ
て
西
洋
砲
術
を
学
ん
だ
数
多
の
門
人
た
ち
が
、
帰
藩

後
に
地
方
レ
ヴ
ェ
ル
で
展
開
し
た
教
育
的
活
動
の
実
態
に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
未
解
明
の

状
態
に
お
か
れ
た
。

以
上
の
よ
う
な
研
究
状
況
に
お
い
て
、
下
曽
根
門
人
で
あ
る
土
佐
藩
の
徳
弘
孝
蔵
父
子
が

遺
し
た
「
徳
弘
家
資
料
」
は
、
次
の
三
点
に
お
い
て
洋
学
研
究
史
上
に
お
け
る
第
一
級
の
基

本
史
料
で
あ
る
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
「
徳
弘
家
資
料
」
は
、
高
島
秋
帆
か
ら
最
初
に
西
洋
砲
術
を
伝
授
さ
れ
た
下
曽
根
信

敦
の
実
践
し
た
私
塾
教
育
の
実
態
を
、
下
曽
根
の
最
初
期
の
優
秀
な
門
人
と
な
っ
た
徳

弘
孝
蔵
と
そ
の
子
息
が
、
側
近
に
い
て
直
接
に
一
記
録
し
た
西
洋
砲
術
関
係
史
料
を
多
数

含
む
貴
重
な
史
料
群
で
あ
る
。
ま
た
、
徳
弘
父
子
が
下
曽
根
塾
で
修
得
し
た
学
習
内
容

が
、
土
佐
藩
で
展
開
し
た
徳
弘
父
子
の
教
育
内
容
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
故
に
、

}¥ 

て
い
っ
た
経
路
に
特
徴
が
あ
り
、
そ
こ
に
こ
そ
国
民
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
急
速
な
洋
学
普
及
と
い

う
教
育
的
現
象
が
生
起
し
た
秘
密
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

徳
弘
父
子
の
西
洋
砲
術
・
西
洋
兵
学
を
中
心
と
し
た
洋
学
教
育
の
実
際
を
詳
細
に
一
不
す

「
徳
弘
家
資
料
」
は
、
こ
れ
ま
で
全
く
不
明
で
あ
っ
た
下
曽
根
塾
の
教
授
内
容
や
教
授

方
法
、
さ
ら
に
は
同
塾
へ
の
入
門
者
の
実
際
を
物
語
る
基
本
史
料
で
あ
る
と
み
て
よ

}
V
 
従
っ
て
「
徳
弘
家
資
料
」
は
、
幕
末
期
日
本
の
中
央
に
お
け
る
先
駆
的
な
軍
事
科
学

系
洋
学
私
塾
に
お
け
る
洋
学
教
育
の
実
態
解
明
と
、
そ
こ
に
学
ん
だ
門
人
た
ち
を
媒
介

と
し
て
軍
事
科
学
を
中
心
と
す
る
洋
学
が
地
方
に
普
及
拡
大
し
て
い
く
過
程
、
即
ち
洋

学
の
縦
断
的
な
普
及
拡
大
現
象
の
解
明
に
有
効
な
基
本
史
料
で
あ
る
。

②
何
と
い
っ
て
も
「
徳
弘
家
資
料
」
は
、
江
戸
の
下
曽
根
塾
で
西
洋
砲
術
・
西
洋
兵
学

を
修
得
し
た
徳
弘
父
子
が
、
帰
藩
後
に
土
佐
藩
内
で
展
開
し
た
西
洋
砲
術
教
育
の
実
態

を
示
す
史
料
が
中
心
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
西
洋
砲
術
・
西
洋
兵
学
と
い
う
西
洋
軍
事
科

学
を
媒
介
と
し
て
、
土
佐
藩
内
へ
の
洋
学
の
普
及
拡
大
過
程
を
具
体
的
に
指
し
示
す
基

本
史
料
で
あ
る
。

従
っ
て
「
徳
弘
家
資
料
」
は
、
土
佐
藩
を
事
例
と
し
て
、
西
洋
軍
事
科
学
を
媒
介
と

し
た
洋
学
の
地
域
的
な
展
開
過
程
を
解
明
す
る
上
で
の
貴
重
な
基
本
史
料
と
な
る
も
の

で
あ
る
。

③ 

さ
ら
に
「
徳
弘
家
資
料
」
は
、
幕
末
期
に
お
け
る
同
種
他
塾
と
の
関
係
性
の
解
明
、

例
え
ば
同
じ
高
島
秋
杭
か
ら
西
洋
砲
術
を
伝
授
さ
れ
私
塾
教
育
を
実
践
し
た
江
川
知
一
庵

の
場
合
と
の
比
較
、
あ
る
い
は
江
川
と
下
曽
根
の
雨
塾
で
西
洋
砲
術
を
学
び
、
そ
こ
か

ら
本
格
的
な
洋
学
研
究
に
進
ん
だ
佐
久
間
象
山
の
場
合
と
の
比
較
、
さ
ら
に
は
西
洋
医

学
系
の
洋
学
塾
と
の
比
較
な
ど
が
可
能
と
な
る
史
料
で
あ
る
。



以
上
に
よ
っ
て
、
「
徳
弘
家
資
料
」
は
、
江
川
や
佐
久
間
の
私
塾
と
共
に
、
幕
末
期
の
軍

事
科
学
系
洋
学
私
塾
の
実
態
と
そ
の
特
徴
の
解
明
、
さ
ら
に
は
江
川
塾
や
佐
久
間
塾
に
入
門

し
た
土
佐
落
問
人
と
土
佐
藩
に
お
け
る
徳
弘
何
人
と
の
重
複
や
相
互
関
係
性
な
ど
も
具
体
的

に
解
明
で
き
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
徳
弘
家
資
料
」
に
よ
っ
て
析
出
し
占
え
た
軍

事
科
学
系
洋
学
の
学
習
者
の
学
習
遍
歴
を
分
析
し
て
み
る
と
、
幕
末
期
の
軍
事
科
学
糸
洋
学

私
塾
が
、
単
な
る
軍
事
科
学
に
関
す
る
洋
学
教
育
の
枠
内
に
止
ま
ら
ず
、
緒
方
洪
嵐
「
適

塾
」
や
伊
東
玄
朴
「
象
先
堂
」
な
ど
の
医
学
系
洋
学
私
塾
、
あ
る
い
は
福
沢
諭
吉
「
慶
応
義

同

『
幕
末
洋
学
教
育
史
研
究
』

に
お
け
る
研
究
成
果
の
概
要

拙
著

、、‘
t

，，J
4
篭

aa

・
(
 
仲
間
知
一
音
十

幕
末
期
の
軍
事
科
学
を
媒
介
と
し
た
洋
学
普
及
現
象
の
歴
史
的
意
義

ー
「
徳
弘
家
資
料
」
の
洋
学
史
研
究
上
に
お
け
る
史
料
的
価
値

本
章
で
は
、
従
来
の
先
行
研
究
に
お
け
る
異
文
化
受
容
に
つ
い
て
の
理
解
の
在
り
々
の
問

題
、
具
体
的
に
は
幕
末
期
日
本
に
お
け
る
洋
学
受
容
に
関
す
る
理
解
の
在
り
方
の
問
題
と
、

そ
の
洋
学
の
普
及
拡
大
現
象
の
歴
史
的
な
意
義
に
つ
い
て
の
把
捉
の
仕
方
の
問
題
ー
と
を
検

証
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
の
幕
末
期
洋
学
の
理
解
に
関
す
る
先
行
研
究
を
支
え
て
い

る
歴
史
認
識
や
研
究
視
座
を
検
討
し
た
結
果
、
そ
こ
に
お
い
て
最
も
軽
視
あ
る
い
は
看
過
さ

れ
て
い
た
洋
学
の
領
域
は
、
茜
洋
砲
術
・
西
洋
兵
学
を
内
実
と
す
る
軍
事
科
学
系
の
洋
学
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
従
来
の
洋
学
史
研
究
の
状
況
に
鑑
み
て
、
筆
者
は
、
西
洋
軍
事
科
学

を
媒
介
と
し
た
洋
学
に
着
目
す
る
こ
と
の
重
要
性
と
、
そ
の
幕
末
期
日
本
の
中
央
・
地
方
へ

の
普
及
拡
大
現
象
の
実
態
分
析
を
す
る
こ
と
の
必
要
性
と
を
痛
感
し
た
次
第
で
あ
る
の

前
述
の
ご
と
く
、
幕
末
期
日
本
の
軍
事
科
学
系
洋
学
は
、
強
大
な
軍
事
力
を
誇
る
畝
米
先

進
諸
国
の
到
来
を
直
一
接
的
な
契
機
と
し
て
、
そ
の
量
的
変
化
と
質
的
変
容
の
両
面
に
お
い
て

画
期
的
な
転
換
を
遂
げ
る
に
至
っ
た
。
実
は
、
こ
の
質
量
面
で
の
転
換
に
よ
っ
て
こ
そ
、
幕

末
期
日
本
の
洋
学
は
、
そ
れ
ま
で
の
涯
学
系
を
中
心
と
し
た
特
定
分
野
の
洋
学
者
た
ち
が
独

占
す
る
、
難
解
な
専
門
的
学
問
(
知
識
技
術
)
で
あ
る
こ
と
か
ら
解
放
さ
れ
、
近
世
社
会
の

塾
」
な
ど
の
英
学
系
洋
学
私
塾
、
等
々
の
同
時
代
の
幅
広
い
洋
学
系
私
塾
に
お
け
る
学
習
者

と
の
重
複
関
係
や
格
互
移
動
な
ど
の
相
関
性
、
す
な
わ
ち
学
習
者
自
身
の
主
体
的
な
私
塾
選

択
に
よ
る
学
習
世
界
の
拡
大
と
い
う
教
育
現
象
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

従
っ
て
「
徳
弘
家
資
料
」
は
、
幕
末
期
に
お
け
る
箪
事
科
学
系
洋
学
私
塾
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
他
の
医
学
系
や
英
学
系
の
洋
学
私
塾
と
も
密
接
な
相
互
関
係
性
を
有
し
て
い
た
と
い
う

教
育
的
事
実
、
即
ち
洋
学
の
横
断
的
な
普
及
化
拡
大
現
象
の
解
明
に
と
っ
て
も
貴
重
な
基
本

史
料
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

基
本
構
造
で
あ
っ
た
封
建
的
身
分
制
度
の
枠
組
を
超
え
て
、
居
妨
と
い
う
緊
要
な
課
題
の
下

に
、
否
応
な
く
国
民
全
体
の
学
習
対
象
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
、
と
い
う
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク

(
号
。
∞
及
。
)
な
転
回
を
遂
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
洋
学
研
究
の
在
り
方
に
関
す
る
論
孜
を
踏
ま
え
て
、
筆
者
は
、
幕
末
期
の

西
洋
砲
術
・
密
洋
兵
学
を
中
心
と
す
る
茜
洋
軍
事
科
学
の
受
容
と
展
開
の
諸
相
を
、
あ
く
ま

で
も
歴
史
的
実
態
に
即
し
た
具
体
的
史
料
の
分
析
を
通
し
て
解
明
す
る
こ
と
は
、
洋
学
の
普

及
拡
大
に
関
わ
る
教
育
史
研
究
や
洋
学
史
研
究
は
い
う
に
及
ば
ず
、
日
本
近
代
化
研
究
を
含

め
た
歴
史
学
研
究
上
に
お
い
て
、
実
に
重
要
な
意
味
を
有
す
る
研
究
課
題
で
あ
る
こ
と
を
、

本
章
に
お
い
て
論
証
し
た
。

(2) 

時
晃
一
一
点
阜

高
島
流
砲
術
師
範
・
下
曽
根
信
敦
の
門
人
析
出

i

西
洋
砲
術
の
普
及
過
程
に
お
け
る
下
曽
根
ル

i
ト
の
解
明

本
章
で
は
、
幕
末
期
の
軍
事
科
学
系
洋
学
の
普
及
拡
大
現
象
を
、
先
ず
は
幕
府
の
藤
元
で

あ
る
江
戸
と
い
う
政
治
権
力
や
学
問
文
化
の
中
心
地
に
お
い
て
解
明
す
べ
く
、
「
徳
弘
家
資

料
」
に
含
ま
れ
る
幕
臣
・
下
曽
根
信
敦
に
関
す
る
史
料
の
分
析
を
通
し
て
、
彼
の
西
洋
砲
術

教
授
の
実
態
解
明
と
可
能
な
限
り
の
門
人
析
出
を
試
み
た
。
前
述
の
ご
と
く
、
下
曽
根
は
直

九



参
旗
本
で
あ
り
、
幕
命
で
西
洋
砲
術
の
開
祖
で
あ
る
高
島
秋
帆
か
ら
、
江
川
と
共
に
西
洋
砲

術
の
秘
伝
を
直
伝
さ
れ
た
幕
府
公
認
の
西
洋
砲
術
師
範
で
あ
っ
た
。
そ
の
彼
の
下
に
は
、
全

国
諸
藩
か
ら
多
く
の
入
門
者
が
殺
到
し
た
。
ま
さ
に
下
曽
根
は
、
幕
末
期
日
本
の
西
洋
砲
術

界
を
リ
ー
ド
し
た
先
駆
的
な
重
要
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
従
来
の
歴
史
研
究
に
お
い
て
は
、
高
島
と
江
川
に
関
し
て
は
詳
細
な
研
究
成
果
が

数
多
く
蓄
積
さ
れ
て
き
た
が
、
下
曽
根
の
西
洋
砲
術
の
教
授
活
動
や
彼
の
門
人
た
ち
の
解
明

は
、
全
く
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
憂
い
た
筆
者
は
、
「
徳
弘
家

資
料
」
に
含
ま
れ
る
下
曽
根
関
係
の
第
一
級
史
料
を
丹
念
に
解
読
し
分
析
し
た
。
そ
の
結

果
、
筆
者
が
特
定
で
き
た
下
曽
根
門
人
は
、
総
計
三
五
九
名
で
あ
っ
た
。
内
訳
は
大
名
二
九

家
、
旗
本
・
御
家
人
と
そ
の
家
臣
な
ど
の
幕
臣
関
係
者
が
九
九
名
、
そ
し
て
全
国
五
人
藩
か

ら
の
入
門
者
一
八
二
名
。
下
曽
根
信
敦
と
い
う
一
人
の
人
物
が
主
宰
す
る
西
洋
軍
事
科
学
系

の
洋
学
私
塾
で
、
こ
の
よ
う
に
多
数
の
入
門
者
を
特
定
し
え
た
こ
と
は
、
本
研
究
の
大
き
な

成
果
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
の
「
高
島
ル

i
ト
」
と
「
江
川
ル

i
ト」

の
他
に
、
そ
れ
ら
雨
ル

i
ト
を
凌
駕
す
る
に
足
る
第
三
の
「
下
曽
根
ル
ー
ト
」
の
存
在
と
そ

の
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
全
国
各
地
か
ら
参
集
し
た
三
五

O
名
を
超
え
る
多
数
の
門
人

を
輩
出
し
た
「
下
曽
根
ル

i
ト
」
の
存
在
を
立
証
し
え
た
こ
と
は
、
西
洋
砲
術
・
西
洋
兵
学

と
い
う
西
洋
軍
事
科
学
を
媒
介
と
し
た
幕
末
期
の
洋
学
が
、
身
分
や
地
域
と
い
う
近
世
封
建

社
会
の
枠
組
を
超
え
て
、
全
国
各
地
に
面
的
な
広
が
り
を
も
っ
て
普
及
拡
大
し
、
幕
末
期
の

特
異
な
教
育
現
象
と
な
っ
た
と
い
う
事
実
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

(3) 

幕
末
期
土
佐
藩
へ
の
西
洋
砲
術
の
普
及
過
程

仲
間

m
三
者
十

!
「
徳
弘
家
資
料
」
の
分
析
に
よ
る
徳
弘
門
人
の
析
出

本
章
で
は
、
政
治
や
学
問
の
中
心
地
で
あ
る
江
戸
と
い
う
中
央
に
普
及
し
た
軍
事
科
学
系

の
洋
学
が
、
そ
の
後
、
如
何
に
し
て
全
国
各
地
に
普
及
拡
大
し
て
い
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す

べ
く
、
土
佐
藩
か
ら
江
戸
の
下
曽
根
塾
に
入
門
し
て
西
洋
砲
術
・
西
洋
兵
学
を
修
得
し
た
徳

弘
孝
蔵
と
そ
の
子
息
の
場
合
を
取
り
上
げ
、
こ
の
徳
弘
父
子
が
遺
し
た
膨
大
な
分
量
の
「
徳

O 

弘
家
資
料
」
の
解
読
と
分
析
を
通
し
て
、
南
国
土
佐
と
い
う
遠
隔
の
地
に
、
西
洋
砲
術
・
西

洋
兵
学
と
い
う
最
新
の
軍
事
科
学
系
の
洋
学
が
普
及
拡
大
し
て
い
っ
た
実
態
を
解
明
し
た
。

具
体
的
に
は
、
江
戸
の
下
曽
根
塾
に
お
け
る
徳
弘
父
子
の
西
洋
砲
術
の
修
得
過
程
と
修
得
内

容
の
解
明
、
帰
国
後
に
お
け
る
西
洋
砲
術
の
教
授
活
動
の
実
態
分
析
と
徳
弘
門
人
の
析
出
、

等
々
を
原
史
料
の
分
析
を
通
し
て
試
み
た
。

そ
の
結
果
、
本
研
究
で
析
出
で
き
た
徳
弘
門
人
の
実
数
は
、
五
六
三
名
を
数
え
る
。
こ
の

こ
と
の
学
術
研
究
上
に
持
つ
意
味
と
し
て
は
、
次
の
諸
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

、つ
/

O①
緒
方
洪
庵
そ
の
他
の
西
洋
医
学
系
私
塾
や
佐
久
間
象
山
そ
の
他
の
西
洋
軍
事
科
学
系

私
塾
に
学
び
、
全
国
各
地
に
拡
散
し
た
洋
学
系
門
人
た
ち
の
活
動
や
軌
跡
は
別
の
問
題

と
し
て
、
幕
末
期
日
本
の
政
治
経
済
的
あ
る
い
は
学
問
文
化
的
な
中
心
地
・
江
戸
か
ら

遠
く
離
れ
た
、
四
国
の
一
隅
の
南
国
土
佐
に
、
こ
れ
ほ
ど
ま
と
ま
り
の
あ
る
数
の
西
洋

砲
術
の
修
得
者
が
存
在
し
た
事
実
が
解
明
さ
れ
た
こ
と
は
、
従
来
の
洋
学
研
究
史
や
洋

学
教
育
史
を
含
め
た
歴
史
学
研
究
の
世
界
に
お
い
て
は
、
他
に
類
例
を
み
な
い
研
究
成

果
で
あ
り
、
そ
の
事
実
の
指
示
す
る
歴
史
的
意
義
は
大
き
い
で
あ
ろ
う
こ
と
。

②
幕
末
期
に
お
け
る
西
洋
砲
術
の
教
授
活
動
は
、
江
川
・
下
曽
根
・
佐
久
間
な
ど
の
私

塾
の
場
合
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
そ
の
教
授
・
学
習
の
教
育
内
容
が
軍
事
的
領
域
に
属

す
る
知
識
技
術
で
あ
る
が
故
に
、
職
業
軍
人
た
る
武
士
階
層
の
人
々
、
特
に
そ
の
下
層

に
あ
る
者
た
ち
を
主
た
る
対
象
に
展
開
さ
れ
て
き
た
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
そ

の
よ
う
な
従
来
の
一
般
的
な
認
識
に
反
し
て
、
本
研
究
が
明
ら
か
に
し
た
土
佐
藩
で
、

西
洋
砲
術
を
学
ん
だ
徳
弘
門
人
た
ち
の
身
分
階
層
的
分
布
は
、
藩
主
や
筆
頭
家
老
か
ら

農
漁
民
階
層
の
一
般
領
民
に
至
る
ま
で
の
、
近
世
社
会
に
お
け
る
身
分
階
層
の
全
範
囲

に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
事
実
は
、
軍
事
科
学
を
内
実
と
す
る
洋
学

教
育
が
、
身
分
階
層
を
越
え
て
国
民
的
な
広
が
り
を
も
っ
た
学
習
対
象
に
ま
で
拡
大
普

及
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
と
同
時
に
、
そ
の
よ
う
な
洋
学
学
習
の
土
庶
向

学
化
と
い
う
教
育
史
現
象
が
、
身
分
制
を
骨
搭
と
す
る
近
世
社
会
の
基
盤
を
内
部
か
ら



崩
壊
さ
せ
る
契
機
と
な
る
よ
う
な
、
学
習
成
果
に
準
じ
て
地
位
や
役
割
が
賦
与
さ
れ
る

能
力
主
義
や
実
力
主
義
と
い
う
、
近
代
的
な
階
層
移
動
の
原
理
が
醸
成
さ
れ
準
備
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と
み
て
よ
い
。

③
進
取
究
明
を
率
先
垂
範
す
る
幕
末
期
の
関
照
的
的
な
藩
、
王
の
下
で
、
家
老
職
な
ど
の
上

位
に
位
置
す
る
重
臣
た
ち
の
過
半
数
が
、
下
曽
根
内
入
あ
る
い
は
徳
弘
門
人
と
な
っ

て
、
実
際
に
西
洋
砲
術
を
修
行
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
土
佐
藩
の
事
例
は
、
幕
末
期

の
三

O
O
近
く
を
数
え
る
全
思
諸
藩
の
中
で
も
、
数
少
な
い
事
例
と
い
え
る
。
こ
の
よ

う
な
幕
末
期
土
佐
藩
に
お
け
る
身
分
階
層
を
超
え
た
広
範
な
領
民
た
ち
の
西
洋
軍
事
科

学
の
学
習
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
結
果
的
に
、
身
分
制
度
そ
の
他
の
近
世
的
な
鏑
値
や

権
威
の
解
体
を
促
す
、
所
語
、
明
治
以
降
の
近
代
化
に
連
動
す
る
歴
史
的
現
象
と
し

て
、
全
国
に
拡
大
化
し
て
い
く
先
駆
的
事
例
と
し
て
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と。

④ 

安
政
元
年
(
一
八
五
回
)
に
民
兵
制
度
を
採
用
し
、
挙
国
一
致
の
海
紡
体
制
を
整

え
、
農
魚
民
や
猟
簡
な
ど
の
一
般
領
民
を
藩
兵
制
に
組
み
込
ん
だ
幕
末
期
土
佐
藩
の
民

兵
制
度
は
、
長
州
濯
に
お
い
て
吉
田
松
陰
の
草
葬
堀
起
論
を
具
体
化
し
て
何
人
の
高
杉

晋
作
が
編
成
し
た
士
庶
一
体
の
「
奇
兵
縁
」
に
先
駆
け
た
先
駆
的
事
例
で
あ
っ
た
こ

と
。
こ
の
よ
う
な
幕
末
期
に
お
け
る
民
兵
制
度
の
広
が
り
は
、
や
が
て
明
治
維
新
に
よ

る
近
代
国
家
の
成
立
と
共
に
、
国
家
は
由
民
全
体
で
防
衛
す
る
の
が
基
本
と
い
う
、
国

民
皆
兵
を
旨
と
す
る
徴
兵
制
度
の
誕
生
に
連
結
し
て
い
く
潮
流
と
な
っ
て
い
っ
た
こ

と。

⑤
土
佐
藩
に
お
け
る
西
洋
砲
術
の
普
及
拡
大
現
象
は
、
遠
く
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
連
な
る

太
平
洋
に
面
し
た
南
国
土
佐
の
人
々
を
し
て
、
結
果
的
に
は
幕
末
動
乱
期
の
偏
狭
な
夷

秋
観
や
譲
夷
観
か
ら
脱
却
さ
せ
、
積
極
的
に
海
外
異
文
化
の
受
容
を
促
進
し
て
臼
本
の

西
洋
文
明
化
を
推
進
す
る
基
盤
の
形
成
と
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
関
か
れ
た
国
家
的
人

材
の
育
成
と
を
も
た
ら
し
、
そ
こ
に
徳
弘
父
子
の
西
洋
砲
術
教
育
活
動
と
、
軍
事
科
学

を
媒
介
と
し
た
土
佐
藩
へ
の
洋
学
の
普
及
拡
大
の
歴
史
的
意
義
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

以
上
の
よ
う
な
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
土
佐
藩
と
い
う
幕
末
期
の
一
地
方
に
お
い
て
、
五

六
O
名
を
超
え
る
西
洋
砲
術
・
西
洋
兵
学
の
修
学
者
、
す
な
わ
ち
徳
弘
門
人
を
特
定
す
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
、
し
か
も
、
彼
等
の
身
分
詳
細
や
学
習
潤
始
年
齢
、
学
習
期
間
や
取
得
免

許
な
ど
の
学
習
属
性
を
も
解
明
し
え
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
洋
学
研
究
を
中
心
と
す
る
一
歴

史
学
界
の
先
行
研
究
に
は
全
く
み
ら
れ
な
な
か
っ
た
成
果
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

(4) 

第
一
四
車
早

徳
弘
父
子
の
西
洋
砲
術
を
中
心
と
し
た
洋
学
知
識

ー
「
徳
弘
家
資
料
」
所
収
「
書
籍
写
本
等
史
料
」
の
分
析

本
章
で
は
、
幕
末
期
日
本
の
西
洋
砲
術
家
の
洋
学
知
識
が
、
一
体
、
ど
の
程
度
の
内
容
と

レ
ヴ
ェ
ル
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
を
検
討
す
る
た
め
に
、
「
徳
弘
家
資
料
」
の
中
に
遺

さ
れ
た
徳
弘
父
子
の
「
書
籍
写
本
等
史
料
」
の
内
容
と
特
徴
と
を
丹
念
に
解
読
し
分
析
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
洋
学
関
連
の
歴
史
研
究
の
成
果
と
し
て
は
、
例
え
ば
最
も
早
く
に
洋
学
i

蘭
学
の
研
究
を
組
織
化
し
た
「
蘭
学
資
料
研
究
会
」
と
そ
れ
が
発
展
し
て
今
日
に
至
っ
て
い

る
「
日
蘭
学
会
」
の
蓄
積
し
た
研
究
論
文
は
膨
大
な
数
で
あ
る
(
「
顔
学
資
料
研
究
」
附
巻

の
緒
方
富
雄
監
修
『
解
説
・
総
目
次
・
総
索
引
編
』
を
参
照
)
。
そ
こ
に
は
、
洋
学
者
i
薦

学
者
の
個
人
的
な
蔵
書
写
本
類
の
調
査
結
果
が
、
多
数
、
報
告
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
こ

に
掲
載
さ
れ
た
蔵
書
写
本
の
調
査
結
果
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
蔵
書
写
本
の
「
目
録
」
で

あ
り
、
そ
の
「
目
録
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
肝
心
の
蔵
書
写
本
の
内
容
分
析
を
試
み
た
研
究

報
告
は
、
皆
無
に
等
し
い
状
態
で
あ
っ
た
。

上
記
の
よ
う
な
研
究
状
況
の
下
で
、
筆
者
は
、
徳
弘
父
子
が
所
蔵
し
た
約
一

O
O点
に
及

ぶ
「
書
籍
写
本
等
史
料
」
の
解
読
を
試
み
、
各
史
料
の
内
容
と
特
徴
の
具
体
的
な
解
明
に
努

め
た
。
そ
の
結
果
、
徳
弘
父
子
の
獲
得
し
た
西
洋
軍
事
科
学
を
中
心
と
す
る
洋
学
知
識
を
、

量
と
質
の
両
面
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
徳
弘
父
子
が
所
蔵

し
た
書
籍
写
本
等
が
、
彼
ら
の
西
洋
砲
術
教
授
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
活
用
さ
れ
た
可
能
性
も

大
き
く
、
そ
れ
故
に
徳
弘
父
子
の
西
洋
砲
術
教
育
の
内
容
と
水
準
を
推
察
す
る
こ
と
も
可
能

と
な
っ
た
。



以
上
の
よ
う
な
本
章
に
お
け
る
「
書
籍
写
本
等
史
料
」
の
分
析
の
結
果
、
徳
弘
父
子
の
西

洋
砲
術
を
中
心
と
す
る
洋
学
知
識
は
、
同
時
代
の
他
の
著
名
な
西
洋
砲
術
家
た
ち
の
場
合
と

比
較
し
て
も
決
し
て
遜
色
が
な
く
、
幕
末
期
の
西
洋
砲
術
界
に
あ
っ
て
は
一
質
量
共
に
第
一
級

の
レ
ヴ
ェ
ル
に
あ
っ
た
こ
と
を
立
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
従
っ
て
、
徳
弘
父
子
が
土
佐
藩

を
舞
台
に
展
開
し
た
西
洋
砲
術
教
育
は
、
下
曽
根
や
江
川
の
私
塾
を
は
じ
め
と
す
る
中
央
の

西
洋
砲
術
塾
で
の
教
育
内
容
や
教
育
水
準
と
比
べ
て
も
大
差
な
く
、
当
時
と
し
て
は
最
新
の

西
洋
砲
術
教
育
を
、
南
国
土
佐
と
い
う
西
国
の
一
地
方
に
お
い
て
実
践
し
た
、
と
み
て
よ
い

で
あ
ろ
う
口

徳
弘
父
子
が
遺
し
た
蔵
書
は
、
幕
末
期
の
洋
学
者
、
西
洋
砲
術
家
の
世
界
に
お
い
て
は
、

高
島
や
下
曽
根
、
あ
る
い
は
江
川
や
佐
久
間
、
大
村
益
次
郎
な
ど
の
蔵
書
写
本
に
比
肩
し
う

る
か
、
あ
る
い
は
凌
駕
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
徳
弘
父
子
の
蔵
書
写
本
に
は
、
天
保
期
か
ら

弘
化
嘉
、
水
の
時
代
を
経
て
安
政
年
間
に
至
る
ま
で
の
時
期
に
翻
訳
刊
行
さ
れ
た
、
代
表
的
な

西
洋
砲
術
や
西
洋
兵
学
に
関
係
す
る
書
籍
が
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
る
。
従
っ
て
徳
弘
父
子

は
、
幕
末
期
の
西
洋
砲
術
家
と
し
て
は
質
量
共
に
第
一
級
の
洋
学
知
識
を
獲
得
し
て
い
た
知

識
人
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
南
国
土
佐
田
に
生
ま
れ
育
っ
て
、
時
代
の
求
め
る

最
新
の
西
洋
砲
術
世
界
に
生
き
よ
う
と
し
た
徳
弘
父
子
は
、
内
憂
外
患
に
揺
れ
る
幕
末
期
日

本
の
混
沌
と
し
た
時
代
状
況
の
中
で
、
西
洋
近
代
科
学
の
基
礎
た
る
化
学
や
数
学
、
あ
る
い

は
物
理
学
や
測
量
学
を
重
視
す
る
西
洋
砲
術
の
道
を
一
途
に
志
し
た
。
ま
さ
に
彼
ら
は
、
極

め
て
合
理
的
で
級
密
な
軍
事
科
学
の
学
習
を
通
し
て
、
西
洋
日
新
の
知
識
技
術
を
獲
得
し
、

そ
れ
を
多
く
の
土
佐
藩
の
門
人
た
ち
に
教
授
伝
達
す
る
と
い
う
、
地
道
で
は
あ
る
が
、
実
に

意
義
深
い
教
育
的
活
動
を
展
開
し
て
生
き
た
と
評
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

(5) 

幕
末
期
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
語
号
令
の
受
容
と
日
本
語
化
問
題

i
「
徳
弘
家
資
料
」
所
収
の
オ
ラ
ン
ダ
語
号
令
関
係
史
料
を
中
心
と
し
た
分
析

時
弟
五
立
間
十

現
代
日
本
の
学
校
や
職
場
そ
の
他
で
は
、
集
団
的
な
統
一
行
動
を
指
示
す
る
た
め
の
号
令

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
は
た
し
て
、
こ
の
よ
う
な
号
令
法
は
、
い
つ
、
如
何
な
る
摩
史
的
経

緯
を
経
て
、
日
本
社
会
に
導
入
さ
れ
定
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
口
本
書
の
最
後
を
飾
る
第
五

章
で
は
ミ
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
下
に
、
号
令
法
の
日
本
に
お
け
る
起
原
を
、
幕
末
期

に
ホ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
で
教
授
さ
れ
た
高
島
秋
帆
の
、
高
島
流
砲
術
の
銃
陣
号
令

に
ま
で
遡
っ
て
究
明
し
よ
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
日
本
に
お
け
る
西
洋
砲
術
の
開
祖
た
る

高
島
秋
帆
が
、
長
崎
出
島
に
滞
在
し
た
オ
ラ
ン
ダ
箪
人
か
ら
、
最
初
に
教
授
さ
れ
た
オ
ラ
ン

ダ
語
を
、
そ
の
ま
ま
片
仮
名
表
記
し
た
号
令
用
語
の
内
容
や
、
そ
の
後
、
そ
れ
が
幕
命
で
日

本
語
に
翻
訳
さ
れ
な
け
れ
ば
使
用
不
許
可
と
な
っ
た
歴
史
的
な
経
緯
、
さ
ら
に
は
日
本
語
訳

さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
諾
の
号
令
用
語
の
翻
訳
表
記
の
問
題
、
等
々
を
、
「
徳
弘
家
資
料
」
の
中

の
オ
ラ
ン
ダ
号
令
用
語
に
関
す
る
原
語
ス
ペ
ル
を
含
む
諸
史
料
と
、
他
の
関
係
諸
史
料
と
の

比
較
分
析
を
通
し
て
解
明
し
よ
う
と
し
た
。
本
来
は
、
外
来
語
の
翻
訳
語
で
あ
る
こ
と
を
全

く
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
に
、
自
然
な
表
現
と
し
て
日
本
社
会
に
定
着
し
て
し
ま
っ
た
故
に

か
、
こ
れ
ま
で
、
号
令
法
な
い
し
は
号
令
用
語
の
成
立
展
開
に
関
す
る
歴
史
的
な
先
行
研
究

は
、
皆
無
に
等
し
い
状
態
に
あ
っ
た
。
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進
メ
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マ
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h
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Q
1め
の
伊

お
わ
り
に

以
上
が
、
本
書
を
構
成
す
る
五
つ
の
章
で
取
り
上
げ
た
研
究
課
題
と
研
究
結
果
の
概
要
で

あ
る
。
幕
末
期
日
本
に
お
け
る
急
激
で
広
範
な
洋
学
普
及
の
現
象
を
、
そ
の
修
得
者
j

学
習

者
の
普
及
拡
大
と
い
う
教
育
的
側
面
か
ら
捉
え
れ
ば
、
数
量
的
に
は
軍
事
科
学
系
が
涯
薬
学

系
そ
の
他
の
領
域
を
圧
倒
的
に
凌
駕
し
て
い
た
こ
と
は
、
否
定
し
え
な
い
事
実
で
あ
る
。
こ

の
点
を
、
本
研
究
は
「
徳
弘
家
資
料
」
と
い
う
新
出
資
料
の
解
読
と
分
析
を
通
し
て
、
い
ま

だ
不
十
分
な
が
ら
も
、
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

幕
末
期
の
対
外
的
な
危
機
意
識
の
高
揚
す
る
緊
迫
し
た
時
代
状
況
の
下
で
、
急
速
に
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
昂
揚
し
、
国
防
意
識
に
目
覚
め
た
日
本
人
が
、
軍
事
科
学
系
の
洋
学
に
接

近
し
て
い
っ
た
。
確
か
に
彼
ら
は
、
幸
か
不
幸
か
、
軍
事
的
契
機
で
幕
末
期
に
洋
学
と
遜
}
返

し
た
が
、
そ
れ
は
異
質
な
文
化
と
の
出
会
い
で
あ
り
入
り
口
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
彼
ら

は
、
西
洋
軍
事
科
学
の
修
得
過
程
を
通
じ
て
、
そ
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
西
洋
近
代
科
学
の

卓
越
性
を
、
い
か
に
認
識
し
て
い
っ
た
の
か
。
そ
し
て
彼
ら
が
、
そ
れ
ま
で
の
自
己
の
偏
狭

な
西
洋
観
や
洋
学
観
の
革
新
を
図
り
、
軍
事
科
学
に
産
接
す
る
知
識
技
術
レ
ヴ
ェ
ル
の
次
元

を
超
え
て
、
ど
の
よ
う
な
専
門
分
野
の
学
問
領
域
に
進
出
し
、
日
本
近
代
化
過
程
に
関
わ
っ

フ
ォ
ー
ル

ぐ
o
Z
E
G
o
-な

(
c
o
o
-
g
Q
Q
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マ
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進
メ

〉
向
。
コ
山
内
リ
廿

(
※
璃
語
ス
ペ
ル
は
徳
弘
数
之
助
の
筆
写
、
括
弧
内
の
ス
ペ
ル
は
筆
者
が
補
正
し
た
も
の
)

以
上
の
よ
う
な
本
章
に
お
け
る
「
徳
弘
家
資
料
」
を
中
心
史
料
と
し
た
分
析
に
よ
っ
て
、

初
め
オ
ラ
ン
ダ
軍
人
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
諾
で
日
本
人
に
教
授
・
伝
達
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
語
の
号

令
用
語
と
号
令
法
が
、
幕
末
期
の
西
洋
軍
事
科
学
を
媒
介
と
し
て
翻
訳
・
紹
介
さ
れ
、
百
本

社
会
の
中
に
普
及
拡
大
す
る
歴
史
的
経
緯
を
実
証
的
に
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
幸

い
で
あ
っ
た
。

て
い
っ
た
の
か
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
幕
末
維
新
期
の
西
洋
砲
術
・
西
洋
兵
学
に
代
表
さ
れ
る

軍
事
科
学
を
入
り
口
と
し
て
西
洋
の
学
問
文
化
に
接
近
し
た
、
幕
末
期
の
洋
学
学
習
者
た
ち

の
学
歴
や
職
歴
の
遍
歴
過
程
を
辿
り
な
が
ら
、
彼
等
の
描
い
た
社
会
的
人
生
の
軌
跡
を
比
較

分
析
し
て
い
く
こ
と
は
、
筆
者
の
「
東
洋
道
徳
・
西
洋
芸
術
」
思
想
の
研
究
の
具
体
的
な
研

究
課
題
で
あ
る
「
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
洋
学
学
習
者
の
社
会
的
階
層
移
動
に
関
す
る
実
証

的
研
究
」
の
一
環
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
書
は
、
そ
の
た
め
の
基
礎
的
研
究
と
位
置
づ

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
に
、
本
研
究
を
通
し
て
み
え
た
幕
末
期
の
土
佐
藩
に
つ
い
て
一
言
、
付
言
し
て
お
き

た
い
。
「
徳
弘
家
資
料
」
を
遺
し
た
徳
弘
父
子
は
、
土
佐
藩
の
西
洋
砲
術
師
範
と
し
て
、
藩

内
に
西
洋
軍
事
科
学
の
教
育
を
通
じ
て
洋
学
の
普
及
拡
大
を
図
っ
た
功
労
者
で
あ
る
。
そ
の

徳
弘
父
子
の
軍
事
科
学
を
中
心
と
す
る
洋
学
知
識
は
、
幕
末
期
の
日
本
に
あ
っ
て
は
最
新
の

も
の
で
あ
っ
た
。
確
か
に
江
戸
や
大
阪
、
あ
る
い
は
長
崎
な
ど
か
ら
み
れ
ば
、
土
佐
藩
は
遠

隔
の
地
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
徳
弘
父
子
と
出
会
っ
た
土
佐
藩
門
人
た
ち
は
、
当
時
と
し
て
は



第
一
殺
の
西
洋
軍
事
科
学
者
か
ら
、
最
先
端
の
軍
事
科
学
を
媒
介
と
し
た
洋
学
教
育
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
一
体
、
如
何
に
し
て
土
佐
藩
は
、
混
迷
す
る
幕

末
維
新
期
の
日
本
の
進
路
選
択
に
深
く
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
そ
し
て
多
く
の
国

家
有
為
の
人
材
を
数
多
く
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
そ
こ
に
お
い
て
、
徳
弘
父
子
に

よ
る
軍
事
科
学
を
中
心
と
す
る
洋
学
教
育
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
は
看
過
し
え
な
い
。
即

ち
、
幕
末
期
の
土
佐
藩
は
、
他
藩
に
先
駆
け
て
西
洋
軍
事
科
学
を
導
入
し
、
そ
れ
を
媒
介
と

し
て
洋
学
の
普
及
拡
大
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
成
果
に
よ
っ
て
、
偏
狭
な

鎖
国
嬢
夷
の
呪
縛
か
ら
解
放
さ
れ
、
「
世
界
の
中
の
日
本
」
と
い
う
解
放
さ
れ
た
広
い
視
野

か
ら
日
本
の
将
来
を
透
視
す
る
視
座
を
獲
得
し
、
坂
本
龍
馬
や
武
市
半
平
太
な
ど
、
多
数
の

人
材
群
を
、
幕
末
維
新
期
の
日
本
に
貢
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
っ
て
も
決
し
て
過
言
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
。

※
付
記本
稿
は
、
平
成
十
六
年
六
月
二
十
六
日
(
土
)
に
、
拙
著
「
幕
末
洋
学
教
育
史
研
究
』

の
刊
行
を
記
念
し
て
、
高
知
県
立
歴
史
民
俗
舘
で
開
催
さ
れ
た
筆
者
の
出
版
記
念
講
演
の

内
容
に
、
若
干
の
加
筆
補
正
を
加
え
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
出
版
記
念
事
業
(
出
版

祝
賀
会
と
出
版
記
念
講
演
会
)
を
企
画
し
実
施
さ
れ
た
、
発
起
人
の
高
知
大
学
名
誉
教
授

の
上
森
千
秋
先
生
と
山
崎
嘉
右
先
生
、
そ
れ
に
筑
波
大
学
名
誉
教
授
で
元
高
知
県
立
大
学

学
長
の
成
田
十
次
郎
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
、
関
係
各
位
の
皆
様
に
は
衷
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
拙
著
「
幕
末
洋
学
教
育
史
研
究
」
に
対
し
て
、
高
知
県
か
ら

η

地
方
の
時
代
に

お
け
る
地
方
か
ら
の
学
術
文
化
の
発
信
H

の
呉
体
的
成
果
と
し
て
締
高
評
を
給
わ
り
、
平

成
十
七
年
度
の
「
高
知
県
出
販
文
化
賞
」
(
高
知
県
文
教
協
会
)
を
、
ま
た
高
知
市
か
ら

は
「
高
知
出
版
学
術
賞
」
(
高
知
市
文
化
振
興
事
業
団
)
を
贈
ら
れ
た
。
研
究
者
と
し
て

非
常
な
名
誉
で
あ
り
、
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。
こ
の
栄
誉
は
、
前
述
の
高
知
大
学
名
誉
教

授
の
上
森
千
秋
先
生
や
山
崎
嘉
右
先
生
、
筑
波
大
学
名
誉
教
授
で
元
高
知
女
子
大
学
長
の

成
田
十
次
郊
先
生
を
は
じ
め
、
地
元
、
高
知
県
の
先
生
方
の
御
指
導
、
御
鞭
捷
を
頂
い
た

四

こ
と
の
賜
物
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
高
知
市
議
会
や
高
知
市
教
育
委
員
会
、
特
に
高
知
市
民

図
書
館
の
四
代
に
亘
る
歴
代
館
長
を
は
じ
め
と
す
る
職
員
の
皆
様
の
、
長
年
に
一
日
一
る
多
大

な
御
協
力
、
御
支
援
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
関
係
各
位
に
、
心
よ
り
御
礼
の
言
葉
を
申
し

述
べ
た
い
。




